20170709
信じることとは（ヨハネ8:44-55）
本当は、8章の最後まで全部読まなければいけないものです。特に、今日の聖書の個所は、吟味して読まないとよく理解できません。なぜならば、30-31節を見ますと、多くのものがイエスを信じたと言われています。「イエスがこれらのことを話しておられると、多くの者がイエスを信じた。そこでイエスは、その信じたユダヤ人たちに言われた」となっています。信じたという人たちが、結局、どうなるのかと言いますと、イエスさまが、32節において、「真理はあなたがたを自由にします」という話しをされましたら、私たちが自由になる？私たちは奴隷になったことがないのに、何が自由なのかと疑問をぶつけて反論しはじめるようになります。だれがでしょうか。イエス様を信じたといわれていた人々なのです。結局、37節を見ますと、私たちはアブラハムの子孫だといっていることに対して、「しかしあなたがたはわたしを殺そうとしています」と、信じた人々に対して、「あなたがたは私を殺そうとしているのではないのか」に対して、「いつ私たちがあなたを殺そうとしているのか」と反論するわけです。40節を見ると、「今あなたがたは、神から聞いた真理をあなたがたに話しているこのわたしを、殺そうとしています」とまた同じことをおっしゃって、44節を見ますと、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」とまでおっしゃっているのです。イエス様のお話を聞いて信じたいといわれている人々が、イエス様を殺そうとして、あなたがたは悪魔から出たものであるというように展開していくわけです。そして、結局は45節を見ますと、わたしが真理を話しているために信じていないね。信じたといわれているものが、真理を言われたときには、信じていないと。59節、最後にどうなるのかといいますと、「すると彼らは石を取ってイエスに投げつけようとした。しかし、イエスは身を隠して、宮から出て行かれた」。結局、彼らはイエス様を信じたといわれていたのに、そのあと、結果的には、石を取ってイエス様を殺そうとすることになりました。なにが信じることなのでしょうか。彼らが、本当にイエス様のことを信じていたのでしょうか。教会に通うと、イエス様を信じることでしょうか。ある人は、教会に来ることによって、病気が治るときもあります。それでイエス様を信じました。あり得る話しだと思いますが、それで本当に信仰だと言えるのでしょうか。

今日、この聖書の箇所を通して、レムナント教会の兄弟姉妹の皆さんは、信じるということは、いったいどういうことなのかということを正確に理解していただきたいと思います。神様は、私たち人間に対して何も要求せずに、信じることであなたのすべての問題は解決できるよ。信じることによって永遠のいのちが得られる。だから。ローマ1：17には、義人は信仰によって生きると言われている、その信仰とは何でしょうか。信じれば、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、救われると言われているのですが、そのイエスの御名を呼ぶというのは、いったい何でしょうか。信じると、永遠のいのちが得られると言われているのですが、信じることとは何でしょうか。

それは、今日、イエス様がおっしゃっているように、イエス様が語っていらっしゃるイエス様のことばを聞いて、そして、イエス様が真理を語るときに、それが聞こえてきて、それが心に信仰になり、心にしっかりとどまるようになること。それを信仰、信じると言います。「信仰」、「信じる」という言葉は、世の中でも使われています。他の宗教でも、信じる信仰、人間の間でも「信頼するよ「信じるよ」などいろいろ言われています。それと一緒に考えている限りは、聖書が言っている信仰にはなかなかたどり着くことができないでしょう。信仰というのは、私たちが救われるために人生が変えられて、まことの幸せを得られ、天の御国の希望を抱き、そして、私たちも知らずに捕らわれていた悪魔、悪霊から完璧に解放される信仰というのは、イエス様がおっしゃる真理のことばが聞こえてきて、それにうなずいてアーメンすることです。それでなければ、普通に信じた、教会に通いましたという人は、真理が語られるときには、それに抵抗して石を取り投げつける結果につながるようになるのです。だから、信仰、信じることを正しく理解するということは、非常に大切なのです。イエス様が語った真理のことばとは、いったい何でしょうか。今日、真理が、あなたがたを自由にしますとおっしゃっているその内容は、いったい何でしょうか。何を聞いて、何にうなずいて、何を信じることが信仰でしょうか。それは難しいお話ではありません。しかし、人間の本性では、うなずくことができません。神様の恵みによってのみ、アーメンできる内容です。それが自分は、まったく希望のない罪人ですということを信じることが、信じることです。罪人の一番の特徴、本性は何かというと、このお話を根っこから拒否して抵抗することです。それが世の流れというものです。しかし、イエス様がおっしゃっているのは、あなたがたには、本当の自由が必要なのだ。つまり、あなたがたは知らないでいるでしょうけれども、人間の外見、うわべがどうであっても、あなたがたは霊的には捕らわれの身、奴隷なのだよとおっしゃっているのです。それが、神様がおっしゃっていることなのです。それが罪人という意味です。聖書では、このように言われています。自分の罪過と罪との中に死んでいた者であってと。そして、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれると。霊的に奴隷であるということは、もう最初から自分ではどうすることもできない、滅びるしかない運命の勢力に捕らわれて、そこから抜け出すことができない存在なのです。それが罪というものなのです。誰がでしょうか。いま刑務所にいる犯罪者でしょうか。あるいは麻薬に手を出しているものなのでしょうか。違います。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。ひとりも例外はありません。義人はいない。ひとりもいない。それを認めるかどうかです。私は神様から離れていて、もう霊的に孤児のようなものなのです。自分の罪過と罪との中に死んでいた者であるということは、元々、神様によって造られて、神様と一緒だった人間が、罪によって、その神を離れて、神を失い、まるで親のいない孤児のようになってしまったのです。

そして、単なる孤児ではありません。神を失ったとたんに、今日の聖書にもあるように、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われるしかない、霊的には悪魔の支配下に置かれる奴隷のような状態になりました。ですから、生きている間、自分なりには頑張るつもりなのですが、霊的に迷子になるしかありません。何が幸せなのか。何が善なのか。悪なのか。何が成功なのか。何が宝なのか。何が本当の価値なのか、まったくわかっていないまま、間違った道をずっと探し求めるしかありません。さまよい続けるしかありません。最終的には、頑張ったにもかかわらず重荷になり、「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい」と言われるようになるしかありません。成功したからといって、その人が成功なのかというと、とんでもありません。霊的には迷子なのです。ひとりも例外はありません。みな幸せになりたいと願い、幸せを求めて必死に頑張って、就職もして、良い相手も探して結婚をします。それが幸せだろうと思って。それが今さまよっていることなのです。人間の幸せは、そういうところにあるものではありません。人間は、犬や猫のような動物ではありません。たましいのある尊い神のかたちなので、魚が水の中にいないといけないのと同じように、人間はまことの創造の神様と出会い、神様の胸に抱かれて、神様と一緒でなければいけないものなのです。それが幸せです。だから、すべてが勘違いになるしかないし、サタンが作り上げた偽物の世の流れというものに従って流されるしかないものなのです。だから、一言で申し上げると、私は希望のない罪人です。それは、私は生まれながら滅びることが決まっている滅びの人間なのですよということなのです。イエス様がおっしゃっているお話しは、そのようなお話しなのです。でも、イスラエルの人々は、信じたと言われていた人々は、その話に対して「なにをおっしゃっているのか」と拒否反応を示していました。ですから、この希望のない罪人だというのは、言葉を変えますと、「世の中にあるどんなに良いもの、どんなにすごいものでも解決になりません、私には役に立ちませんということを信じること」が信じることです。人は、自分なりに目標を定めて、努力して頑張ります。また、できるだけ人に迷惑をかけずに、良い人間になろうと行いに励みます。それは悪くありませんが、私たちの罪、希望のない罪人だというのは、そういう人の努力や人の行いや頑張りなどがまったく通じない、役に立たないものなのです。ときには、お金に、経済に希望を託して、豊かになればどうにかなるだろうと思います。それでお金を手に入れる場合もあるし、豊かになるときもありますが、それが私たちの罪には、まったく役に立たないし、これっぽっちも通じないものなのです。それを信じることが、信じることです。人は努力すると、人より一生懸命、頑張ると、人より高い地位に就くこともできるし、知識も手に入れることができるし、成功を収めることもできます。そして、その結果、どんどん発展を遂げていくこともできます。しかし、その成功と発展というものが、神を離れていて、根本から滅びの運命を抱えている人間の罪の問題には、まったく役に立たないものです。このことを信じることが、信じることです。
それで、それに気づいたときに、人は初めて告白します。神の前に立って「神様。私はいままで自分なりに工夫して生きてきましたが、だまされてここまで来ました。自分の人生はだまされっぱなしの人生でした」と告白するわけです。少し努力の面において、人間性において、経済の部分において、社会成功の面において、少し他の人より上に立ったときに、それが良いものだと思って、人よりは上の人間だと高慢になっていました。勘違いでした。だまされていました。逆に、そうでない場合には、いつも誰かのせいにしながら人生を生きてきました。自分が根本から希望のない罪人だということが分かっていなかったので、いじめられた経験を通して、いじめた人のせい、そのいじめのせいにして人生をずっと生きてきましたが、それはだまされることなのです。よくよく考えてみてください。皆さんが、本当に希望のない、素直に、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であり、地獄の運命を抱えている罪人であれば、ありえないことがあるでしょうか。私たちは、だれかのせい、なにかのせいにしている限りは、それが心の傷として残ります。心の傷の一番の根本は、ありえないことが起きたということなのです。親に虐待されました。誰かと比較されて無視されました。いじめられました。「ありえません、そんなの」というのは、自分はそんなことに当たるような人間ではないということが、どこかにあるのでしょう。でも、本当に地獄の人間であり、神を離れ、自分も知らずに悪魔に従っていた希望のない、絶望的な罪人であることが間違いなければ、そういうことは十分にあり得るし、それ以上のこともありうるものではないでしょうか。だから、ありえないということで、それに捕らわれて、傷のままいる理由がありません。それはうっかりすると、高慢なのです。そういうことがあって当然な罪人だったのだね。そういったいろいろなことは傷として自分の心に残って、その傷を嘆きながら、ときにはその傷を心の支えにしながら、言い訳しながら、自分のいろいろなことを合理化する、正当化する手段にしながら、人生を生きてきました。それがだまされていたことなのです。そして、結局、残っているのは、被害意識しかありません。被害意識がエスカレートすると、そのエスカレートには悪霊の働きが必ず加わってそうなるものなのですが、本人たちは知らないでしょう。被害意識は、被害妄想に発展していくようになり、それがもうちょっと行き過ぎますと、完璧に悪霊が自由自在に操るように制御不能な状態にまで持っていきます。だまされているから。何が傷なのでしょうか。そんなに偉いのでしょうか。人間は、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。義人はいない。ひとりもいない。この内側から出るものは、すべて悪の他には何もないと言われる存在なのです。生まれたときから教育を通して、社会の様々なお話などを通して、人間には少しでも可能性があるということをどこかで聞いていたかもしれません。それでなかなか生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとしてということが、自分には当てはまらないとどこかで思っているかもしれません。そうしている限りは、残念ながら、教会に通っていながらも、イエス様の真理のお話が聞こえてこないのです。信じると言いながらも、本物の信仰には、なかなかなれません。
ですから、今日、正確に理解して、本当に自由の祝福を味わっていただきたいと思います。そのためには、自分はまったく希望のない罪人だということを信じることです。イエス様のお話、聖書の最初から最後までのお話しの一番の核心ポイントは、それなのです。誰が誰をさばいて、何にそんなに腹を立て、傷を抱えているのでしょうか。そういうことは、皆だまされることです。そこで、もう一つ、私はまったく希望のない罪人なので、神様の憐みと、神様の恵みと、神の救いの他には希望はありません。その神様が、私たちのためにキリストを約束してくださいました。救い主として。ですから、信じるということは、キリストだけが私の唯一の希望です。その話を聞いて、それを信じることを、信じると言います。何でもかんでも信じます。信頼しますが、信仰ではありません。何を信じるのでしょうか。信頼というのも、よくよく考えてみると、自分が信頼できると判断できるほどの能力を持っているというのが大前提でしょう。日本人のクリスチャンの特徴です。だから、ほとんどが本などを読んで、「ああ、なるほど、納得します。イエス様ってすごい方なのですね。こういう方であれば、私は信頼できるかも」として、信仰に入った方が多いです。それはきっかけです。でも、本当は真理の前に立たないといけません。判断する能力などありません。神の恵みによって、私は地獄の罪人なのに、神様の憐みによってキリストが与えられ、キリストの他にはありませんとなることであって、自分で良く考えて判断して、「この方ならば、まあ」ということではありません。信じるということは、キリストだけが私の希望です。キリストが、神様が約束された救い主なのですが、その名前の意味は、油注がれた者という意味があります。それはどういう意味なのかというと、偽物の王に私たちは捕らわれて、霊的な奴隷なのです。その偽物の王、悪魔、サタンを打ち破って勝利できるまことの王様という意味があります。このすべてが罪によって始まったことなので、その罪を根っこから根本的に完璧に解決できるまことの祭司という意味があります。なぜそうしないといけないのでしょうか。元々、人間は、神様と一緒でなければいけません。どんなに優しい人間に取り囲まれていても、神様と一緒でなければ不安は消えないし、それは幸せでも安らぎでもなんでもありません。そういうことに頼りつつあるから、それが逆に傷になったり、心の感情が傷ついて憎しみやいろいろな者に発展するのではないでしょうか。ポイントを神様に絞らなければいけません。それでキリストというのは、神を離れてこうなってしまった私たちがまたまことの神様と一緒になるように、神様に出会う道、まことの預言者という意味があるわけです。油注がれた者、キリストだけが私の希望なのですというお話を信じることが、信じることであり、これが約束にとどまらず、実際、キリストが私たちのためにこの世に来られました。その方がイエス様です。イエス様が、そのキリストですということを信じることを、信じると言います。その証拠だらけですが、代表的な証拠が、イエス様は、処女マリヤから生まれました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くと言われていた、そのキリストだったという証拠中の証拠であり、イエス様が地上にいらっしゃるときに、キリストの他にはできない。神様の他にはなさることができない、様々な奇跡を現しました。それをしるしと言います。キリストだというしるし、サインなのです。イエス様がキリストだという決定的な証拠、イエス様が預言どおりに十字架にかけられて、私たちの身代わりとして、犠牲のいけにえになられ血を流されて死なれました。そして、キリストだという証拠中の証拠が、死んだ後、3日目に死者の中から死の力、悪魔のしわざを打ち壊して、復活してよみがえられたのです。イエス様は、そのキリストです。それを信じることを、信じると言います。十字架にかけられておっしゃいました。すべてを完了したと。すべての問題を全部解決したと。それから、よみがえられたというのは、そのイエス様が、いまも生きていらっしゃるということです。それを信じることを、信じると言います。
だから、そのイエス様がキリストだと信じるためには、まず自分がキリストの他には希望のない罪人だと認めない限りは、そのようにはならないでしょう。いま申し上げました内容が、イエス様がおっしゃっている真理です。事実が、真理ではありません。傷を負っている方々が難しいのは、事実に捕らわれているのです。真理ではありません。その事実の裏に、裏の真実、裏の霊的な真実というものがあるのです。でも、本当のことが見えないように、事実そのものに捕らわれていると、それが見えなくなってしまったり、傷のままずっと一生あるくしかありません。それは嘘なのです。事実でありながらも、偽りです。本物を隠してしまう壁の役割をしてしまうのです。悪魔は、それを利用して、いじめられたでしょう。親に虐待されたでしょう。ショックを受けたでしょう。人に捨てられたでしょう。無視されたでしょうという事実に、一生、脳細胞が捕らわれているようにするのが、悪魔のしわざです。真理は、それではありません。生まれながらおまえはそういう存在だった。いじめがあったのか、無かったのかは、関係ありません。あなたに必要なのは、治ることでもなく、いじめ云々でもなく、キリストなのです。キリストが必要なのです。悪魔のしわざを打ち壊し、私たちの罪を完璧にきよめられ、神様と出会ういのち、十字架にかけられてよみがえられたイエス・キリストがあなたには必要なのです。
そして、信じるというのは、いま申し上げました内容を信じることで、その結果、当たり前に、このイエス様を信じて救い主として、心に受け入れること、それを信じると言います。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。信じるときに、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなり、永遠のいのちの祝福に預かります。他に条件はありません。これが真理です。イエス・キリストを信じるときに、今まで悪魔によって捕らわれ、嘘のかたまり、偽りにだまされていた奴隷の状態から自由になります。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる 者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つため」であります。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、裁きにあうことがなく、死からいのちに移っているのです」。今日の聖書の箇所にもあるように、真理があなたがたを自由にします。イエス様を信じることは、完璧に自由になることです。永遠のいのちに預かることです。今までの束縛されていた奴隷の状態から、完全に解き放たれて自由にあることです。それが信じることです。
今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さん。皆さんは、本当に幸いな方なのです。しかし、皆さんの内側で正しく整理されていないといけません。信仰の根拠は、真理のみことばなのです。経験でもなく、奇跡でもありません。信仰の根拠は、真理のみことば、いま申し上げました、そのみことばなのです。ですから、まことの信仰というのは、真理のみことばが聞こえてきて、それが心に蓄えられることであり、逆に信じると言いながらも、いま申し上げました真理のお話がなぜ聞こえないのか。それが心に入って来ないのか。その理由を、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるからと、イエス様はおっしゃっているのです。単純なお話ではありません。神に選ばれた者は、これが聞こえてくるのです。また神様の時刻表があるでしょうけれども、聞こえてこないで、聞こえてこないと結局は、「私は奴隷ではないのに、なぜ罪人と言うのか」と抵抗して、それが嫌になって石を取りあげるようになるしかありません。教会から離れることになるしかありません。残念ながら。それが理由です。皆さんは、幸いなことに、真理のみことばが聞こえてきて、イエス様のことをキリスト、救い主として、信じて受け入れたと思います。私はキリストがなければ、まったく希望のない、お金があっても、だれかに認められても、能力があっても、健康があっても、私は希望などありません。滅びの人間なのです。イエス・キリストのゆえに、私は助かりました。私にイエス様が必要です。地球が半分になっても、私が持っているすべてが奪われたとしても、これから死ぬ時までいじめばかりがあるにしても、私にはイエス様が必要です。これが信仰です。そのような信仰を持っている皆さんは、幸いな方なのです。それを忘れないように。信仰を勘違いしてはいけないし、また信じたのに、信じたことが何か忘れていても困ります。特に、クリスチャンであれば、信仰のきっかけなどがあります。ある人は家庭の問題、ある人は病気のゆえに、ある人は人間関係の悩みのゆえに、様々なことがきっかけとなって教会につながるようになり、またイエス様を信じることになったかもしれません。それは神様の導きのプロセスではあります。けれども、それは信仰の根拠ではありません。いつまでたってもそれを信仰の根拠にしてとどまっていては、最終的には、彼らのようなミスを犯す可能性があります。そこはきっかけなので、そこはプロセスにして、真理のみことばを聞かないといけません。真理のみことばの前に立って、それを告白して、それを信じるようにしないといけません。

そのようにして、皆さんは、イエス・キリストを受け入れることができました。皆さんは、選ばれた神様の祝福の子どもですから、そうならば、これからイエス・キリストによって自由になったので、自由を思う存分味わうクリスチャンになってください。今まで滅びるしかない、どうしようもない絶望的なすべての運命から完全に解放されているので、もう二度と滅びることなどありません。それを味わってください。昔は、罪によって罪責感などがあったかもしれません。そういうところから自由になるようにしましょう。先ほども申し上げましたように、傷などに捕らわれていたのですが、それは嘘です。自由になりましょう。特に、今までは、因果応報の法則などに縛られていました。因果応報の法則、私たちは弱いものなので、私たちに何もないからその分、これしかできない。それらはすべて因果応報なのです。そこから自由になるようにしましょう。イエスはキリストです。この真理の他のすべてのことばは、偽りです。このことば以外の話は、参考に過ぎないものであって偽りです。だから、偽りに振り回される理由はないでしょう。その偽りごとが分かった瞬間、自由になります。真理が何かわかれば、そうでないものは全部偽りだから、偽りにこだわる理由はありません。皆さんは、神の恵みによって、自分がどうしようもない罪人であり、キリストの他には希望はないことに気づき、イエス様をキリスト、救い主として、心に受け入れた方です。出身もいろいろあるでしょう。今現在の、状況も身分もいろいろ違うと思います。人間性も、成熟さもいろいろ違うと思います。一切、関係ありません。皆さんには、永遠のいのちが与えられ、滅びる運命は永遠に終わりました。他のことばにだまされないようにしましょう。
結論は、こうです。皆さんが、イエス・キリストを正しく信じて、真理に基づいて信じて受け入れた方であれば、過去がどうであれ、原罪がどんな状態であれ、皆さん、幸いな者です。どこまで幸いな者なのか。どこまで自由になるべきなのかと言いますと、皆さんと関わっている人々、まだイエス・キリストを知らないで苦しんでいる人々を助けて生かすことが十分にできるほど、つまり、残りの生涯を伝道者として生きていけるほど、幸いな者、自由な身であることを忘れないようにしてください。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。信じると言っていた人々が、最終的に、イエス様に石を投げつけようとしていました。何が信じることで、何がまことの信仰なのかを正しく理解し、ひとりひとりが心の内側で正しく整理して信仰を大事にし、そのイエス様を信じる正しい信仰によって自由であり、永遠のいのちを持っていることの確信と、喜んでそれを味わうことができるように、何ものにも束縛されずに、捕らわれることがないようにしましょう。特に、過去の傷から完璧に自由になるようにひとりひとりをあわれんでください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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